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主要業績指標
2023年度

第２四半期

保険料等収入 2,056百万円

保有契約高 14,448億円

経常利益（又は経常損失（△）） △2,127百万円

中間純利益（又は中間純損失（△）） △2,231百万円

基礎利益 △1,984百万円

ソルベンシー・マージン比率 566.3％

2023年11月24日

イオン・アリアンツ生命保険株式会社

2023年度第２四半期業績のお知らせ

　イオン・アリアンツ生命保険株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：野口 

俊哉、以下「イオン・アリアンツ生命」）の2023年度第２四半期（2023年４月１日～2023

年９月30日）の業績についてお知らせいたします。

　イオン・アリアンツ生命は、今後もお客さまのニーズにお応えする様々な商品・サービ

スを提供してまいります。

【イオン・アリアンツ生命保険株式会社について】

イオン・アリアンツ生命は、2008年にアリアンツ生命保険株式会社として生命保険事業を開始しました。2020年３

月にイオンフィナンシャルサービスがアリアンツ生命株式の60％を取得し、2020年５月にイオン・アリアンツ生命

保険株式会社に社名を変更した新しい生命保険会社です。イオンフィナンシャルサービスおよびイオングループが

有するリテール事業ノウハウや広大な流通ネットワークと、従来からのアリアンツ・グループの有する保険やリス

ク管理分野におけるグローバルで高度な金融専門性との組み合わせによる相乗効果を強みとしています。（ イオ

ン・アリアンツ生命公式ウェブサイト　https://www.aeon-allianz.co.jp/ ）

【イオンフィナンシャルサービス株式会社について】

イオンは８の事業をもつ純粋持株会社体制のもと、バランスよく成長する日本最大の小売業グループです。その中

でイオンフィナンシャルサービスはイオングループの総合金融事業を担っています。

【アリアンツ・グループについて】

1890年にドイツで設立され、１世紀をこえる歴史をもつアリアンツ・グループは、現在世界70カ国以上、１億をこ

えるお客さまに生命保険、損害保険、資産運用の各分野で保険・金融サービスを提供しています。

【お問い合わせ先】

イオン・アリアンツ生命保険株式会社（広報担当）

Tel:03-4588-1505　E-mail:contact@aeon-allianz.co.jp

（他）844-231122
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2023年11月24日

イオン・アリアンツ生命保険株式会社

　イオン・アリアンツ生命保険株式会社（代表取締役社長：野口 俊哉）の2023年度第２四半期（上半期）

の業績についてお知らせいたします。

※資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月30日」を表しております。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区　分

2022年度末
2023年度

第２四半期（上半期）末

件　数 金　額
件　数 金　額

前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 3 108 5 161.0 103 95.4

個人年金保険 6 377 6 98.8 347 92.0

団 体 保 険 - 12,174 - - 13,998 115.0

団体年金保険 - - - - - -

区　分

2022年度
第２四半期（上半期）

2023年度
第２四半期（上半期）

件　数

金　額 件　数 金　額

新契約
転換に
よる
純増加

前年
同期
比

前年
同期比

新契約
転換に
よる

純増加

個 人 保 険 0 - - - 2 266.4 - - - -

個人年金保険 - - - - - - - - - -

団 体 保 険 - - - - - - - - - -

団体年金保険 - - - - - - - - - -

１．主要業績

（１）保有契約高及び新契約高

・保有契約高

（単位：千件、億円、％）

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契

約の責任準備金を合計したものです。

・新契約高

（単位：千件、億円、％）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区　　分 2022年度末

2023年度
第２四半期（上半期）末

前年度末比

個 人 保 険 994 1,046 105,2

個 人 年 金 保 険 6,273 6,313 100.6

合 計 7,268 7,360 101.3

う ち 医 療 保 障 ・
生 前 給 付 保 障 等

116 213 183.2

区　　分
2022年度

第２四半期（上半期）

2023年度
第２四半期（上半期）

前年同期比

個 人 保 険 38 105 275.3

個 人 年 金 保 険 - - -

合 計 38 105 275.3

う ち 医 療 保 障 ・
生 前 給 付 保 障 等

38 105 275.3

（２）年換算保険料

・保有契約

（単位：百万円、％）

・新契約

（単位：百万円、％）

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あた

りの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保

障給付（特定疾病給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患等を

事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

２．一般勘定資産の運用状況

（１）運用環境

≪経済環境≫

　当期前半は、欧米各国のインフレ指標の落ち着きや主要企業の好決算等を背景として、日米中心に主要国株

価は上昇しましたが、欧州主要中銀の利上げ継続の影響を受けた欧州株価は小幅な上昇となりました。当期後

半は、円安の影響を受けた日本の株価は横ばいで推移したものの、欧米各国の政策金利の高止まりに対する警

戒感等から欧米を中心に主要国株価は下落しました。為替市場では、欧米各国と日本の金利差拡大を受けて、

円は主要通貨に対して概ね円安傾向で推移しました。

≪国内債券市場≫

（10年国債利回り　前事業年度末：0.328％　→　当中間会計期末：0.759％）

　当期前半は、日銀が新総裁のもとで現行の金融緩和政策を修正するとの思惑から10年国債利回りは一時

0.4％台後半まで上昇しましたが、その後日銀が長短金利操作(イールドカーブ・コントロール、YCC)を含めた

大規模な金融緩和政策の維持を決定したことから利回りは0.3％台後半まで低下しました。当期後半は、日銀

がYCCの運用柔軟化を決定し、長期金利の上限を従来の0.5％程度から事実上１％に引き上げたことで10年国債

利回りは0.6％台まで上昇しました。当期末には米長期金利が一段と上昇したこともあり、利回りは0.7％台後

半まで上昇しました。

（２）運用方針

　当社の一般勘定は、株主資本および一般勘定年金を中心に、流動性を考慮し、資産の健全性の維持に努め、

リスクを抑えた運用をしております。また、変額年金保険および変額終身保険に係る資産は特別勘定で運用し

ております。

（３）運用実績の概況

　預貯金および公社債等へ投資する金銭の信託など流動性、安全性の高い資産を中心に運用しております。

2023年９月末の一般勘定資産残高は、303億円となりました。一般勘定の資産運用収益である利息及び配当金

等収入は４百万円、金銭の信託運用益は49百万円でした。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分
2022年度末

2023年度
第２四半期（上半期）末

金　額 占　率 金　額 占　率

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン 5,060 14.4 3,489 11.5

買 現 先 勘 定 - - - -

債券貸借取引支払保証金 - - - -

買 入 金 銭 債 権 - - - -

商 品 有 価 証 券 - - - -

金 銭 の 信 託 23,819 67.9 20,936 68.9

有 価 証 券 1,698 4.8 1,300 4.3

公 社 債 - - - -

株 式 - - - -

外 国 証 券 1,698 4.8 1,300 4.3

公 社 債 1,698 4.8 1,300 4.3

株 式 等 - - - -

そ の 他 の 証 券 - - - -

貸 付 金 - - - -

不 動 産 44 0.1 62 0.2

繰 延 税 金 資 産 - - - -

そ の 他 4,469 12.7 4,587 15.1

貸 倒 引 当 金 - - - -

合 計 35,092 100.0 30,376 100.0

う ち 外 貨 建 資 産 79 0.2 79 0.3

３．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成

（単位：百万円、％）

（注）不動産については、土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分
2022年度

第２四半期（上半期）
2023年度

第２四半期（上半期）

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン 14,894 △1,570

買 現 先 勘 定 - -

債券貸借取引支払保証金 - -

買 入 金 銭 債 権 - -

商 品 有 価 証 券 - -

金 銭 の 信 託 10,000 △2,883

有 価 証 券 △24,561 △398

公 社 債 - -

株 式 - -

外 国 証 券 - △398

公 社 債 - △398

株 式 等 - -

そ の 他 の 証 券 △24,561 -

貸 付 金 - -

不 動 産 △4 18

繰 延 税 金 資 産 - -

そ の 他 △417 118

貸 倒 引 当 金 - -

合 計 △86 △4,716

う ち 外 貨 建 資 産 29 0

区 分
2022年度

第２四半期（上半期）
2023年度

第２四半期（上半期）

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 0 4

預 貯 金 利 息 0 0

有価証券利息・配当金 - 4

貸 付 金 利 息 - -

不 動 産 賃 貸 料 - -

そ の 他 利 息 配 当 金 - 0

商 品 有 価 証 券 運 用 益 - -

金 銭 の 信 託 運 用 益 0 49

売買目的有価証券運用益 - -

有 価 証 券 売 却 益 - -

国 債 等 債 券 売 却 益 - -

株 式 等 売 却 益 - -

外 国 証 券 売 却 益 - -

そ の 他 - -

有 価 証 券 償 還 益 - -

金 融 派 生 商 品 収 益 - -

為 替 差 益 15 6

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 - -

そ の 他 運 用 収 益 - -

合 計 16 59

（２）資産の増減

（単位：百万円）

（注）不動産については、土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。

（３）資産運用収益

（単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分
2022年度

第２四半期（上半期）
2023年度

第２四半期（上半期）

支 払 利 息 0 0

商 品 有 価 証 券 運 用 損 - -

金 銭 の 信 託 運 用 損 - -

売買目的有価証券運用損 - -

有 価 証 券 売 却 損 233 -

国 債 等 債 券 売 却 損 - -

株 式 等 売 却 損 - -

外 国 証 券 売 却 損 - -

そ の 他 233 -

有 価 証 券 評 価 損 - -

国 債 等 債 券 評 価 損 - -

株 式 等 評 価 損 - -

外 国 証 券 評 価 損 - -

そ の 他 - -

有 価 証 券 償 還 損 - -

金 融 派 生 商 品 費 用 - -

為 替 差 損 - -

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 - -

貸 付 金 償 却 - -

賃貸用不動産等減価償却費 - -

そ の 他 運 用 費 用 - -

合 計 233 0

（４）資産運用費用

（単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分

2022年度末
2023年度

第２四半期（上半期）末

帳簿価額 時価
差 損 益

帳簿価額 時価
差 損 益

差　益 差　損 差　益 差　損

満期保有目的の債券 - - - - - - - - - -

責任準備金対応債券 - - - - - - - - - -

子会社・関連会社株式 - - - - - - - - - -

その他有価証券 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

公 社 債 - - - - - - - - - -

株 式 - - - - - - - - - -

外 国 証 券 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

公 社 債 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

株 式 等 - - - - - - - - - -

その他の証券 - - - - - - - - - -

買入金銭債権 - - - - - - - - - -

譲 渡 性 預 金 - - - - - - - - - -

そ の 他 - - - - - - - - - -

合 計 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

公 社 債 - - - - - - - - - -

株 式 - - - - - - - - - -

外 国 証 券 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

公 社 債 1,701 1,698 △2 - 2 1,300 1,300 0 0 0

株 式 等 - - - - - - - - - -

その他の証券 - - - - - - - - - -

買入金銭債権 - - - - - - - - - -

譲 渡 性 預 金 - - - - - - - - - -

そ の 他 - - - - - - - - - -

区 分

2022年度末
2023年度

第２四半期（上半期）末

貸 借

対 照 表

計 上 額

時　価
差 損 益 貸 借

対 照 表

計 上 額

時　価
差 損 益

差　益 差　損 差　益 差　損

金銭の信託 23,819 23,784 △35 - 35 20,936 20,726 △209 - 209

（５）売買目的有価証券の評価損益

　該当事項はございません。

（６）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外）

（単位：百万円）

・市場価格のない株式等および組合等の保有はございません。

（７）金銭の信託の時価情報

　（単位：百万円）

7



イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分

2022年度末
2023年度

第２四半期（上半期）末

帳 簿

価 額
時 価

差　損　益 帳 簿

価 額
時 価

差　損　益

差　益 差　損 差　益 差　損

満 期 保 有 目 的 の

金銭の信託
- - - - - - - - - -

責任準備金対応の

金銭の信託
23,819 23,784 △35 - 35 20,936 20,726 △209 - 209

その他の金銭の信託 - - - - - - - - - -

・運用目的の金銭の信託

  該当事項はございません。

・満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託
  （単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

期別

科目

2022年度末
要約貸借対照表

（2023年３月31日現在）

2023年度
中間会計期間末

（2023年９月30日現在）

金　額 金　額

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金 5,602 4,092

金 銭 の 信 託 28,402 25,552

有 価 証 券 17,248 16,444

（ う ち 外 国 証 券 ） （ 4,172） （ 3,825）

（ う ち そ の 他 の 証 券 ） （ 13,076） （ 12,618）

有 形 固 定 資 産 52                        70

無 形 固 定 資 産 3,713                     3,496

代 理 店 貸 0                         0

再 保 険 貸 161                       347

そ の 他 資 産 1,339                       862

そ の 他 の 資 産 1,339                       862

資 産 の 部 合 計 56,520                    50,865

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金 50,015                    46,869

支 払 備 金 660                       894

責 任 準 備 金 48,983                    45,848

契 約 者 配 当 準 備 金 370                       127

代 理 店 借 31                        44

再 保 険 借 45                        84

そ の 他 負 債 1,175                       854

未 払 法 人 税 等 5                         2

資 産 除 去 債 務 32                        63

そ の 他 の 負 債 1,138                       788

退 職 給 付 引 当 金 143                       128

価 格 変 動 準 備 金 130                       132

負 債 の 部 合 計 51,541                    48,114

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金 19,749 19,749

資 本 剰 余 金 19,749 19,749

資 本 準 備 金 19,749 19,749

利 益 剰 余 金 △34,517 △36,749

そ の 他 利 益 剰 余 金 △34,517 △36,749

繰 越 利 益 剰 余 金 △34,517 △36,749

株 主 資 本 合 計 4,981 2,750

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △2 0

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 △2 0

純 資 産 の 部 合 計 4,979 2,750

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 56,520 50,865

４．中間貸借対照表

（単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

期別

科目
（2022年４月１日から

2022年９月30日まで）

2022年度
中間会計期間

　
（2023年４月１日から

2023年９月30日まで）

2023年度
中間会計期間

　
金　　額 金　　額

経 常 収 益 6,710 6,485

保 険 料 等 収 入 1,450 2,056

（ う ち 保 険 料 ） （ 1,329） （ 1,741）

（ う ち 再 保 険 収 入 ） （ 120） （ 315）

資 産 運 用 収 益 16 1,207

（うち利息及び配当金等収入） （ 0） （ 4）

（ う ち 金 銭 の 信 託 運 用 益 ） （ 0） （ 49）

（ う ち 為 替 差 益 ） （ 15） （ 6）

（ う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 益 ） （ -） （ 1,147）

そ の 他 経 常 収 益 5,243 3,221

（ う ち 責 任 準 備 金 戻 入 額 ） （ 5,142） （ 3,135）

経 常 費 用 8,420 8,612

保 険 金 等 支 払 金 5,501 5,375

（ う ち 保 険 金 ） （ 1,040） （ 1,340）

（ う ち 年 金 ） （ 3,798） （ 3,158）

（ う ち 給 付 金 ） （ 364） （ 514）

（ う ち 解 約 返 戻 金 ） （ 39） （ 36）

（ う ち そ の 他 返 戻 金 ） （ 0） （ 0）

（ う ち 再 保 険 料 ） （ 257） （ 324）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額 36 233

支 払 備 金 繰 入 額 36 233

資 産 運 用 費 用 655 0

（ う ち 支 払 利 息 ） （ 0） （ 0）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） （ 233） （ -）

（ う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 損 ） （ 422） （ -）

事 業 費 1,572 2,218

そ の 他 経 常 費 用 654 785

経 常 損 失 △1,710                   △2,127

特 別 利 益 - 0

固 定 資 産 処 分 益 - 0

特 別 損 失 2 2

固 定 資 産 処 分 損 - 0

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額 2 2

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額 325 99

税 引 前 中 間 純 損 失 △2,038                   △2,229

法 人 税 及 び 住 民 税 2 2

法 人 税 等 合 計 2 2

中 間 純 損 失 △2,041                   △2,231

５．中間損益計算書
（単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 17,199 17,199 17,199 △30,092 △30,092 4,307 △104 △104 4,203

当中間期変動額

新株の発行 2,550 2,550 2,550 5,100 5,100

中間純損失 △2,041 △2,041 △2,041 △2,041

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）

72 72 72

当中間期変動額合計 2,550 2,550 2,550 △2,041 △2,041 3,058 72 72 3,131

当中間期末残高 19,749 19,749 19,749 △32,133 △32,133 7,366 △31 △31 7,335

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 19,749 19,749 19,749 △34,517 △34,517 4,981 △2 △2 4,979

当中間期変動額

中間純損失 △2,231 △2,231 △2,231 △2,231

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純額）

2 2 2

当中間期変動額合計 － － － △2,231 △2,231 △2,231 2 2 △2,228

当中間期末残高 19,749 19,749 19,749 △36,749 △36,749 2,750 0 0 2,750

６．中間株主資本等変動計算書

2022年度中間会計期間

（2022年４月１日から2022年９月30日まで）
（単位：百万円）

2023年度中間会計期間

（2023年４月１日から2023年９月30日まで）
（単位：百万円）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

2023年度中間会計期間末

1. 会計方針に関する事項

(1) 有価証券（金銭の信託において信託財産として運用している有価証券を含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原

価の算定は移動平均法）、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別監査委員会報告第21号）に基づく責任準備金対応債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券に

ついては、当中間期末の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっております。 なお、その他有価証券の評

価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

(2) 責任準備金対応債券（金銭の信託において信託財産として運用している責任準備金対応債券を含む）に係るリスク管理の概要は、次の

とおりであります。保険商品の特性に応じて小区分を設定し、金利リスクを適切に管理するために、小区分を踏まえた資産運用方針を

策定しております。また、責任準備金と責任準備金対応債券のデュレーションが一定幅の中で一致していることを、定期的に検証して

おります。なお、小区分は次のとおり設定しております。

・円建年金負債契約群

(3) 有形固定資産の減価償却の方法（リース資産を除く）

有形固定資産の減価償却は定率法（2016年4月1日以降に取得した建物付属設備、構築物については定額法）によっております。

なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が10万円以上20万円未満のものについては、3年間で均等償却を行っております。

(4) 無形固定資産の減価償却の方法

無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法によっております。

(5) 外貨建資産等の本邦通貨への換算基準

外貨建資産・負債は、当中間期末の為替相場により円換算しております。

(6) 引当金の計上方法

①貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に則り、次のとおり計上することとしております。

破産、民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対

する債権については、債権額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上することとしてお

ります。また、現状、経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権について

は、債権額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断

し必要と認める額を計上することとしております。上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸

倒実績率を債権額に乗じた額を計上することとしております。

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監

査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行うこととしております。

ただし、上記の手続きにおいて査定した結果、当社の債権について全額回収可能であると判断したため、貸倒引当金は、計上してお

りません。

②退職給付引当金

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、企業会計基準第26号「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準委員会）に

基づく小規模企業等における簡便法を採用し、当中間期末における要支給額（人事制度変更によるものを含む）を計上しておりま

す。また、組織改編及び人事制度変更等に伴う割増退職金も併せて計上しております。

(7) 価格変動準備金の計上方法

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

(8) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延

消費税等については、その他資産に計上し5年間で均等償却し、繰延消費税等以外のものについては、当中間期に費用処理しておりま

す。

(9) 責任準備金の会計処理

当中間期末時点において、保険契約上の責任が開始している契約について、保険契約に基づく将来における債務の履行に備えるため、

注記事項

（中間貸借対照表関係）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

（単位：百万円）

中間貸借対照表

計上額
時価 差額

金銭の信託

売買目的有価証券

責任準備金対応債券

25,552

4,616

20,936

25,343

4,616

20,726

△209

－

△209

有価証券

売買目的有価証券

その他有価証券

16,444

15,143

1,300

16,444

15,143

1,300

－

－

－

資産計 41,996 41,787 △209

（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金銭の信託

売買目的有価証券

－

－

4,616

4,616

－

－

4,616

4,616

有価証券

売買目的有価証券

その他有価証券

－

－

－

16,444

15,143

1,300

－

－

－

16,444

15,143

1,300

資産計 － 21,060 － 21,060

保険業法第116条第1項に基づき、保険料及び責任準備金の算出方法書（保険業法第4条第2項第4号）に記載された方法に従って計算

し、責任準備金を積み立てております。なお、保険業法施行規則第71条に基づき、再保険を付した部分に相当する責任準備金について

は積み立てておりません。

責任準備金のうち保険料積立金については、次の方式により計算しています。

①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成8年大蔵省告示第48号）

②標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式

なお、責任準備金の一部については、保険業法第121条第1項及び保険業法施行規則第80条に基づき、毎決算期において責任準備金が適

正に積み立てられているかどうかを保険計理人が確認しております。

責任準備金のうち危険準備金については、保険業法第116条及び保険業法施行規則第69条第1項第3号に基づき、保険契約に基づく将来

の債務を確実に履行するため、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てております。

(10) 既発生未報告支払備金（まだ支払事由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発生したと認める保険金等を

いう。以下同じ）については、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施設又は自宅にて医師等の管理下で療養をされた場合（以

下「みなし入院」という）等に入院給付金等を支払う特別取扱を2023年5月8日以降終了したことにより、平成10年大蔵省告示第234号

（以下「IBNR告示」という）第1条第1項本則に基づく計算では適切な水準の額を算出することができないことから、IBNR告示第1条第1

項ただし書の規定に基づき、以下の方法により算出した額を計上しております。

（計算方法の概要）

IBNR告示第1条第1項本則に掲げるすべての事業年度の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支払額から、みなし入院に係る

額を除外した上で、IBNR告示第1条第1項本則と同様の方法により算出しております。

なお、前事業年度末においては、当該みなし入院に係る額の代わりに、重症化リスクの高い方以外のみなし入院に係る額を除外してお

りましたが、当事業年度中にみなし入院の入院給付金の取扱いを終了したことにより、当該みなし入院に係る額を除外して算出する方

法に見直しております。

2. 主な金融資産及び金融負債に係る中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、短期間で決済されるため時価が簿価に近似する金融商品については、注記を省略しております。

3. 主な金融商品の時価の内訳等に関する事項は、次のとおりであります。

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベルに分類しております。

レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル2の時価：レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の

算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1) 時価をもって中間貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
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（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金銭の信託

責任準備金対応債券

－

－

20,726

20,726

－

－

20,726

20,726

資産計 － 20,726 － 20,726

(2) 時価をもって中間貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

(3) 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

ア．有価証券(預貯金・買入金銭債権のうち「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準第10号)に基づく有価証券として取扱うもの及

び金銭の信託において信託財産として運用している有価証券を含む)

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル1の時価に分類しております。公表された

相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル2の時価に分類しております。また、市場における取引価格が存在

しない投資信託について、解約又は買戻請求に関して市場参加者からリスクの対価を求められるほどの重要な制限がない場合には基

準価額を時価とし、レベル2の時価に分類しております。相場価格が入手できない場合には、将来キャッシュ・フローの割引現在価

値法などの評価技法を用いて時価を算定しております。評価にあたっては観察可能なインプットを最大限利用しており、インプット

には、TIBOR、国債利回り、期限前返済率、信用スプレッド、倒産確率、倒産時の損失率等が含まれます。算定にあたり重要な観察

できないインプットを用いている場合には、レベル3の時価に分類しております。

4. 保険業法第118条に規定する特別勘定資産の額は20,489百万円であります。なお、負債の額も同額であります。

5. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

当期首現在高　　　　　　　　　　　　　　　　　　370百万円

当中間期契約者配当金支払額　　　　　　　　　    343百万円

利息による増加等　　　　　　　　　　　　　　 　  - 百万円

契約者配当準備金繰入額　　　　　　　　　　       99百万円

当中間期末現在高　　　　　　  　　　    　　    127百万円

6. 保険業法施行規則第73条第3項において準用する同規則第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する支払備金（以下「出再支払備

金」という)の金額は19百万円であり、同規則第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」

という)の金額は2,261百万円であります。

7. 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
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2023年度中間会計期間

預 貯 金 利 息 0百万円

有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 4百万円

そ の 他 利 息 配 当 金 0百万円

計 4百万円

1. 支払備金繰入額の計算上、足し上げられた出再支払備金戻入額の金額は3百万円、責任準備金戻入額の計算上、足し上げられた出再責任準

備金繰入額の金額は313百万円であります。

2. 利息及び配当金等収入の内訳は、次のとおりであります。

3. １株当たり中間純損失は21,252円48銭であります。

4. 再保険収入には、修正共同保険式再保険に係る再保険収入が256百万円含まれております。

5. 再保険収入には、平成8年大蔵省告示第50号第1条第5項に規定する再保険契約に係る未償却出再手数料の増加額168百万円が含まれており

ます。

6. 再保険料には、修正共同保険式再保険に係る再保険料が97百万円含まれております。

7. 金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。

2023年度中間会計期間

当期首
株式数

当中間期増加
株式数

当中間期減少
株式数

当中間期末
株式数

発行済株式

普通株式 105千株 － － 105千株

合計 105千株 － － 105千株

1．発行済株式の種類及び総数に関する事項

2．（追加情報）重要な新株の発行に関する事項

2023年6月23日開催の取締役会において、財務基盤の強化を目的として、払込期日を9月30日とする57億円の増資を決議いたしましたが、

会社法第199条第1項に定める各号のうち未定事項について払込期日までに決議を実施していないため、今後開催予定の取締役会及び株主

総会において、改めて新株の発行に関する決議をする予定です。

（中間損益計算書関係）

（中間株主資本等変動計算書関係）
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

2022年度
第２四半期（上半期）

2023年度
第２四半期（上半期）

基礎利益　　　　　　　　　　　　Ａ △1,276 △1,984

キャピタル収益 - -

金銭の信託運用益 - -

売買目的有価証券運用益 - -

有価証券売却益 - -

金融派生商品収益 - -

為替差益 - -

その他キャピタル収益 - -

キャピタル費用 233 0

金銭の信託運用損 - -

売買目的有価証券運用損 - -

有価証券売却損 233 -

有価証券評価損 - -

金融派生商品費用 - -

為替差損 0 0

その他キャピタル費用 - -

キャピタル損益　　　　　　　　　Ｂ △233 △0

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ △1,510 △1,984

臨時収益 - -

再保険収入 - -

危険準備金戻入額 - -

個別貸倒引当金戻入額 - -

その他臨時収益 - -

臨時費用 199 143

再保険料 - -

危険準備金繰入額 199 143

個別貸倒引当金繰入額 - -

特定海外債権引当勘定繰入額 - -

貸付金償却 - -

その他臨時費用 - -

臨時損益　　　　　　　　　　　　Ｃ △199 △143

経常損失　　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ △1,710 △2,127

７．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

８．保険業法に基づく債権の状況
　該当事項はございません。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

項　　　　目 2022年度末
2023年度
第２四半期

（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額　　　　　　　　　　（Ａ） 6,446 4,363

資本金等 4,981 2,750

価格変動準備金 130 132

危険準備金 1,337 1,480

一般貸倒引当金 - -

（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延ヘッジ
損益（税効果控除前））×90％（マイナスの場合100％）

△2 0

土地の含み損益×85％（マイナスの場合100％） - -

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 - -

負債性資本調達手段等 - -

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達
手段等のうち、マージンに算入されない額

- -

控除項目 - -

その他 - -

リスクの合計額　 4
2

732
2

81 )()( 　（Ｂ） 1,420 1,540

保険リスク相当額　　　　　　　　Ｒ1 722 827

第三分野保険の保険リスク相当額　Ｒ8 551 591

予定利率リスク相当額　　　　　　Ｒ2 0 0

最低保証リスク相当額　　　　　　Ｒ7 - -

資産運用リスク相当額　　　　　　Ｒ3 493 437

経営管理リスク相当額　　　　　　Ｒ4 53 55

（Ａ）
×100

（１／２）×（Ｂ）

ソルベンシー・マージン比率

　

907.9％ 566.3％

９．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

（注）上記は、保険業法施行規則第86条、第87条及び平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出してい

ます。
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イオン・アリアンツ生命保険株式会社

区 分 2022年度末
2023年度

第２四半期（上半期）末

個 人 変 額 保 険 10,250 9,514

個 人 変 額 年 金 保 険 11,177 10,975

団 体 年 金 保 険 - -

特 別 勘 定 計 21,428 20,489

区 分
2022年度末

2023年度
第２四半期（上半期）末

件　数 金　額 件　数 金　額

変 額 保 険 （ 有 期 型 ） - - - -

変 額 保 険 （ 終 身 型 ） 0 10,804 0 10,305

合 計 0 10,804 0 10,305

区 分
2022年度末

2023年度
第２四半期（上半期）末

件　数 金　額 件　数 金　額

個 人 変 額 年 金 保 険 1 11,534 1 11,311

合 計 1 11,534 1 11,311

10．特別勘定の状況

（１）特別勘定資産残高の状況

（単位：百万円）

（２）保有契約高

・個人変額保険

（単位：千件、百万円）

・個人変額年金保険

（単位：千件、百万円）

11．保険会社及びその子会社等の状況
　該当事項はございません。
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